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京style
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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕
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～京ことば～

「ごて」という京ことばは 〈難儀。面倒で煩わしいこと〉〈文句を言う人〉などの意味で

「こんなこと引き受けて、えらいごてや」「あの人はごてやから」の様に使われます。

それに対して、「よろし」という京ことばがあります。漢字で表すと「良ろし」「宜し」で

〈好ましい〉という意味を表します。「よろしおすな」など、肯定的なことを示しますが

時として、肯定から否定の言葉となることもあります。例えば店先で店主から 「これ

まけときまっさかいに、どうどす（値引きするので、いかがですか）」と声がかかります。

買う気がない場合、まずは「へ、おおきに」と返します。それでもしつこく絡んでくると

「よろしおすわ」などと返し、ここでの意味は〈いりません〉となります。

そんな「よろし」がつく他の京ことばもあります。「よろしおあがり」という言葉です。

食事を出す時、下げる時、どちらにも使いますが、出す時は〈どうぞおあがりください〉

下げる時は〈お粗末でした〉のような意味です。この場合「よろし」は「よろしく」で、

「おあがり」は「お召し上がりください」となります。ユニークな京ことばは、他にも

たくさんあります。京都にお越しいただいた際には、京ことばに耳を傾けていただければ

きっと、趣深く京のわびさびを感じていただけることと思います。


